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４
月
、
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ

町
内
の
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
で

は
、
入
園
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
新
し
い
園
服
や
制
服
を
着
て
入

園
式
・
入
学
式
に
臨
む
姿
は
、
不

安
を
感
じ
つ
つ
も
新
し
い
生
活
に

希
望
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
園
・
学
校
生
活
を
通
し
て
、
た

く
さ
ん
の
喜
び
と
驚
き
を
経
験
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

棚倉幼

社川幼 社川幼

棚倉幼

近津幼 近津幼

令和７年度の新入生
棚倉幼稚園 50人
社川幼稚園 13人
近津幼稚園 10人
棚倉小学校 55人
社川小学校 13人
近津小学校 6人
棚倉中学校 112人

入 園・入 学  お めでとうございます入 園・入 学  お めでとうございます
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棚倉中 棚倉中

近津小近津小

社川小社川小

棚倉小棚倉小
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地区 行政区名 氏　名

棚　
　
　
倉

一　 区 井上　久夫
二　 区 高田　　昇
三　 区 佐川　弘治
四　 区 鈴木　清周
五　 区 水野　準一
六　 区 萩原　　弘
七　 区 芳賀　邦彦
八　 区 丸山　義行
九　 区 鈴木　隆弘
十　 区 佐藤　辰巳
十 一 区 高萩　幸一
十 二 区 加藤　一彦
十 三 区 佐久間　修
十 四 区 関根　克浩
十 五 区 宗田愛一郎

社　
川

上　 台 秋元　克一
板　 橋 鈴木　一永
玉　 野 須藤　武博

地区 行政区名 氏　名

社　
川

一　 色 近藤　茂之
福　 井 大河内清一
堤 須藤　常雄

逆　 川 渡辺　俊之
天 王 内 藤田　三朗
金 沢 内 鈴木　　實
小 菅 生 須藤　富一

高　
　
野

瀬 ケ 野 大沼　信一
小　 爪 武藤　隆文
祝 部 内 近藤　功男
富　 岡 原　　一広
山　 際 緑川　好浩
福　 岡 岸波　武夫
強　 梨 鈴木　英作
大　 梅 近藤　俊一
漆　 草 緑川昭一郎
戸　 中 小出　次男

地区 行政区名 氏　名

近　
津　
山　
岡

寺　 山 佐川　　宏
双 ノ 平 下重　仁志
八槻第１ 遠藤　光雄
八槻第２ 中野西敏弘
八槻第３ 金澤　誠隆
八槻第４ 竹田　　進
八槻第５ 関　　隆之
八槻第６ 藤田甲子雄
下 山 本 金沢　久喜
中 山 本 藤田　新一
北 山 本 伊下　高士
下 手 沢 緑川　喜秋
上 手 沢 高木　正春
祖 父 岡 藤田　吉弘
塚　 原 斎藤　　守
流 梶　　光弘

山　 田 鈴木　則男
岡　 田 蛭田　修一

　令和７年度行政区長会議が開催され、53名の新区長さんに
委嘱状が交付されました。地域と町をつなぐパイプ役として、
１年間よろしくお願いいたします。

令和７年度令和７年度
行政区長行政区長さんをさんを紹介紹介しますします

（敬称略）

行政区長会連合会
会 長 高田　　昇（２　区）

副会長

大河内清一（福　井）

大沼　信一（瀬ケ野）

佐川　　宏（寺　山）

令
和
８
年
度
棚
倉
町
職
員〔
行
政
事
務（
大
学
卒
程
度
）〕

令
和
８
年
度
棚
倉
町
職
員〔
行
政
事
務（
大
学
卒
程
度
）〕

〔
保
健
師
〕
を
募
集
し
ま
す

〔
保
健
師
〕
を
募
集
し
ま
す

〇
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
行
政
事
務　
若
干
名

　
保
健
師　
１
名
程
度

〇
試
験
場
所　
福
島
大
学
（
福
島
市
金
谷
川
１
）

〇
受
験
資
格

・
行
政
事
務

　

�

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
（
大
学
卒
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
方
）

・
保
健
師
（
資
格
免
許
職
）

　

�

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
方
（
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
保
健
師
免
許
の
取
得
見
込
み
の
方
）

〇
申
込
受
付
期
間　
５
月
14
日
㈬
～
６
月
13
日
㈮

・
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

・�

郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合
は
、
６
月
11
日
㈬
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

〇
試
験
の
方
法
お
よ
び
期
日

・
第
１
次
試
験　
７
月
13
日
㈰　

　
⑴�

教
養
試
験　
職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
お
よ
び
知
能
に

つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

　
⑵�

専
門
試
験　
試
験
職
種
の
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
お

よ
び
能
力
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
（
資
格
免

許
職
の
み
）

　
⑶
各
種
検
査　
事
務
適
性
検
査
、
職
場
適
応
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
　
性
格
特
性
検
査

・
第
２
次
試
験　

�

　

�

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
、
面
接
お
よ
び
小
論
文
な
ど
に

よ
る
試
験
。
日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
受
験
手
続
き

・�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�「
申
込
用
紙
」
で
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
町
役

場
２
階
の
総
務
課
で
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
務
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

申
込
用
紙
の
郵
便
請
求
も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
総
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係　
☎
33

－

２
１
１
１

▲詳しくはこちら
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令
和
８
年
度
棚
倉
町
職
員〔
行
政
事
務（
大
学
卒
程
度
）〕

令
和
８
年
度
棚
倉
町
職
員〔
行
政
事
務（
大
学
卒
程
度
）〕

〔
保
健
師
〕
を
募
集
し
ま
す

〔
保
健
師
〕
を
募
集
し
ま
す

〇
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
行
政
事
務　
若
干
名

　
保
健
師　
１
名
程
度

〇
試
験
場
所　
福
島
大
学
（
福
島
市
金
谷
川
１
）

〇
受
験
資
格

・
行
政
事
務

　

�

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
（
大
学
卒
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
方
）

・
保
健
師
（
資
格
免
許
職
）

　

�

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
方
（
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
保
健
師
免
許
の
取
得
見
込
み
の
方
）

〇
申
込
受
付
期
間　
５
月
14
日
㈬
～
６
月
13
日
㈮

・
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

・�

郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合
は
、
６
月
11
日
㈬
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

〇
試
験
の
方
法
お
よ
び
期
日

・
第
１
次
試
験　
７
月
13
日
㈰　

　
⑴�

教
養
試
験　
職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
お
よ
び
知
能
に

つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験

　
⑵�

専
門
試
験　
試
験
職
種
の
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
お

よ
び
能
力
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
（
資
格
免

許
職
の
み
）

　
⑶
各
種
検
査　
事
務
適
性
検
査
、
職
場
適
応
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
　
性
格
特
性
検
査

・
第
２
次
試
験　

�

　

�

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る
、
面
接
お
よ
び
小
論
文
な
ど
に

よ
る
試
験
。
日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
受
験
手
続
き

・�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�「
申
込
用
紙
」
で
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
町
役

場
２
階
の
総
務
課
で
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
務
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

申
込
用
紙
の
郵
便
請
求
も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
総
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係　
☎
33

－

２
１
１
１

人事交流・新採用職員人事交流・新採用職員をを紹介紹介しますします

佐
さ
藤
とう
　浩
ひろ
希
き

棚倉町に貢献で
きるように頑張
りたいと思いま
す。（写真左端）

近
こん
内
ない
　愛

え
理
り

町民の皆様のお
力になれるよう
頑張ります。
（写真左から２番目）

益
まし
子
こ
　愛

あ
彩
や

お力になれるよ
う誠心誠意努め
てまいります。
（写真中央）

陣
じん
野
の
　大
だい
輝
き

よりよい棚倉町
にしていきたい
と思います。
（写真右から２番目）

門
もん
馬
ま
　瑠
りゅうせい
星

町民の皆様のお
力になれるよう
精進します。
（写真右端）

地域創生課 健康福祉課 産業振興課 住　民　課 総　務　課

県との人事交流 新  採  用

▲スマート申請システム

上がるまち棚倉町で
一緒に働こう！
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歳 入 予算現額
（億円）

０　  ５ 　 10　  15    20    25
歳 出 予算現額

（億円）
０　  ５ 　 10　  15    20    25収入済額 支出済額

地方交付税
21億7,931万1千円 民 生 費

高齢者、障がい者等の
福祉全般にかかる経費

19億1,101万5千円

21億7,931万1千円 18億3,530万1千円

町 税
21億2,333万9千円 総 務 費

町の総括的な事務に
かかる経費

18億4,006万7千円

20億4,611万8千円 17億8,839万4千円

国庫支出金
10億7,136万1千円 教 育 費

教育施設の事務事業に
かかる経費

14億1,187万9千円

7億8,731万3千円 13億7,807万円

町 債
9億3,059万2千円 土 木 費

道路、河川、住宅管理等に
かかる経費

7億4,594万円

2,739万2千円 6億8,703万円

県 支 出 金
6億6,689万円 衛 生 費

健康で衛生的な生活のた
めにかかる経費

7億1,269万8千円

5億4,234万8千円 6億9,994万7千円

寄 附 金
6億3,128万9千円

公 債 費
町債の償還にかかる経費

5億8,522万円

6億3,128万4千円 5億8,498万7千円

地方消費税
交 付 金

3億5,850万1千円 農林水産業費
農業、林業、畜産業振興等
にかかる経費

5億4,317万5千円

3億5,850万1千円 5億3,880万円

そ の 他
6億8,798万8千円

そ の 他
消防費、商工費、議会費等

8億9,927万7千円

6億6,420万9千円 6億9,267万4千円

歳 入 合 計
86億4,927万1千円

歳 出 合 計
86億4,927万1千円

72億3,647万6千円 82億520万3千円

一 般 会 計
財
政
状
況

財
政
状
況
をを

公
表
公
表
し
ま
す

し
ま
す

　   令和６年度下半期における予算の状況 　　　　　　
　上半期予算79億1,857万円に7億3,070万1千円の増額補
正を行い、予算総額は86億4,927万1千円となりました。

　   下半期に補正を要した主な事業 　　　　　   　　　
　ふるさと納税推進事業費や児童手当費、物価高騰対応
生活者支援対策事業に要する費用などの増額をしました。
（年度内に完了できなかった事業については、令和７年度
に繰り越して実施します。）

　
棚
倉
町
財
政
状
況
の
作
成
お
よ
び
公
表

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度

下
半
期
に
お
け
る
歳
入
歳
出
予
算
の
現
況

と
執
行
状
況
、
特
別
会
計
、
町
有
財
産
等

の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
下
半
期

令
和
６
年
度
下
半
期
（（
1010
月
～
３
月
）

月
～
３
月
）

50 100
（億円）

0

予算現額
支出済額

予算現額
収入済額

50 100
（億円）

0
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財政公表（令和６年度予算下半期）

特
別
会
計

財 産 及 び 基 金

区　　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 12億4,226万5千円 11億5,679万5千円 93.12% 12億2,805万2千円 98.86%

後 期 高 齢 者 医 療 1億7,221万7千円 1億7,121万8千円 99.42% 1億7,132万4千円 99.48%

介 護 保 険 16億918万5千円 16億400万7千円 99.68% 14億4,451万3千円 89.77%

霊 園 整 備 事 業 189万2千円 189万1千円 99.95% 189万円 99.89%

区　分 土　地
（面積）

建　　　物
木　造

（延面積）
非木造

（延面積）
合　計

（延面積）

本 庁 舎 20,068 － 4,157 4,157
その他の行政機関

（警察・消防施設） 2,379 2,142 112 2,254
学 校 156,683 2,655 27,171 29,826
公 営 住 宅 13,835 1,371 9,433 10,804
公 園 62,756 504 34 538
その他の施設 507,916 7,276 28,624 35,900
山 林 309,401 － － －
宅 地 23,474 39 － 39

計 1,096,512 13,987 69,531 83,518

■お問い合わせ　総務課　財政係　☎33-2111

◎財産の状況 （単位：m2、3月31日現在）

区　　分 現　金 その他 計
財 政 調 整 基 金 1,354,866 1,354,866
減 債 基 金 305,487 305,487

土 地 開 発 基 金 115,141 100,816
（土地） 215,957

人 材 育 成 基 金 105,682 105,682
地 域 振 興 基 金 205,539 205,539
公共施設整備・補修基金 2,155,019 2,155,019
国民健康保険事業費支払準備基金 35,696 35,696
霊園管理運営基金 2,560 2,560
福 祉 基 金 78,637 78,637
介護給付費準備基金 128,256 128,256
スポーツ・レクリエーション基地整備建設基金 145,931 145,931
奧野自然活用基金 7,403 7,403
中山間ふるさと水と土保全基金 10,028 10,028

奨学資金貸付基金 22,770 5,843
（貸付金） 28,613

図 書 購 入 基 金 2 2
森 林 環 境 基 金 76,747 76,747

計 4,749,764 106,659 4,856,423

◎基金の状況 （単位：千円、3月31日現在）

町 　 　 　 　 債
◎町債の状況 （単位：千円、３月31日現在）

会計名 令和５年度末
現 在 高

令和６年度
借入予定額

令和６年度
元金償還額

令和６年度末
現在高見込額

一 般 会 計 4,394,992 947,192 574,420 4,767,764
上水道事業会計 2,030,536 81,600 121,459 1,990,677
簡易水道事業会計 131,488 2,500 17,828 116,160
下 水 道 事 業 会 計 1,802,809 108,500 211,950 1,699,358

収益的
収　支

収入 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
3億6,557万2千円 3億6,571万3千円 100.0%

支出 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率
3億4,936万1千円 3億4,125万2千円 97.7%

資本的
収　支

収入 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
1億1,643万8千円 1億887万円 93.5%

支出 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率
2億5,426万5千円 2億4,583万9千円 96.7%

上 水 道 事 業 会 計

収益的
収　支

収入 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
5,131万9千円 5,051万8千円 98.4%

支出 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率
4,613万7千円 4,432万1千円 96.1%

資本的
収　支

収入 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
1,036万5千円 1,036万5千円 100.0%

支出 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率
1,936万円 1,919万9千円 99.2%

簡 易 水 道 事 業 会 計

収益的
収　支

収入 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
3億2,766万2千円 3億3,846万5千円 103.3%

支出 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率
3億3,027万5千円 3億2,128万8千円 97.3%

資本的
収　支

収入 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
1億7,122万 1億5,646万2千円 91.4%

支出 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率
2億4,093万3千円 2億4,076万8千円 99.9%

下 水 道 事 業 会 計
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　 実施期間 	 ６月～令和８年３月
　 対 象 者 	 	町内在住の50歳以上（令和８年３月31日基準）で、令和６年度に町の胃カメラ検査

を受けていない方
　 受診料金 	 ２，５００円
	 	 （	ただし、令和６年度町県民税非課税世帯、70歳以上、がん検診無料クーポン対象者、

生活保護世帯の方は無料）
　 実施場所 	 塙厚生病院または深谷クリニック
　 申込方法 	 ①棚倉町けんしん予約サイト（インターネット予約）　　
	 	 ②電話または保健福祉センター窓口での申し込み　　
　 受付期間 　５月20日㈫から受付開始　　※定員になり次第締め切り
　 そ の 他 　	５月７日㈬から保健福祉センターにおいて、けんしん予約サイト（インターネット

予約）について登録等のサポートをいたしますのでご相談ください。
	 	 ※日程や検査受付時間等は変更になる場合があります。

▲けんしん予約サイト

胃がん検診（胃カメラ検査）の施設検診を実施します

■塙厚生病院　受診者数：１日１名　検査受付時間　平日：８時30分～　土曜日：９時45分～
月 日 曜日 月 日 曜日 月 日 曜日 月 日 曜日

６月 14日

㈯

12月

	１日 ㈪

１月

	５日 ㈪

２月

	４日 ㈬
28日 	３日 ㈬ 	６日 ㈫ 	５日 ㈭

７月 12日 	８日 ㈪ 	７日 ㈬ 	６日 ㈮
26日 	９日 ㈫ 10日 ㈯ 	９日 ㈪

８月
9日 10日 ㈬ 13日 ㈫ 12日 ㈭
23日 11日 ㈭ 14日 ㈬ 14日 ㈯
30日 12日 ㈮ 19日 ㈪ 16日 ㈪

９月 13日 13日 ㈯ 20日 ㈫ 17日 ㈫
27日 15日 ㈪ 24日 ㈯ 18日 ㈬

10月 11日 16日 ㈫ 28日 ㈬ 26日 ㈭
25日 17日 ㈬ 29日 ㈭ 27日 ㈮

11月
8日 30日 ㈮ 28日 ㈯
22日 31日 ㈯ 3月 14日 ㈯
29日

■深谷クリニック　受診者数：1日２名　検査受付時間　９時30分～　
月 日 曜日 月 日 曜日 月 日 曜日

６月

			2日 ㈪

9月

		1日 ㈪

12月

		1日 ㈪
16日 ㈪ 29日 ㈪ 15日 ㈪
30日 ㈪

不定期（４名） 不定期（４名）
不定期（４名）

7月
		7日 ㈪

10月
		6日 ㈪ 令和8年

1月
		5日 ㈪

不定期（４名） 20日 ㈪ 19日 ㈪
不定期（４名） 不定期（４名）

8月
		4日 ㈪

11月
17日 ㈪

2月
		2日 ㈪

18日 ㈪
不定期（４名）

16日 ㈪
不定期（４名） 不定期（４名）

※不定期日程の場合は、受診日の約１カ月前に深谷クリニックから日程をご連絡いたします。
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保健福祉センターだより

　令和７年度住民定期健康診査を実施します。
　自分の健康状態を確認し、生活習慣病を予防するため、年に一度
の健診を受けましょう。
　健診前に健診資材等（受診カード、採尿・採便容器、受診券）の
発送準備がありますので、予約受付期間内に必ずご予約してくださ
い。予約後も日程変更はできます。予約受付期間以降の申し込みは、健診資材等が健診当日まで
に届かない場合がありますので、ご注意ください。
健診受診までの流れ

1 受診する健診の種類、日程を確認する。
2 インターネットまたは電話（☎33－7801）、保健福祉センター窓口で予約する。
3 予約した方へ健診に必要な資材等が届く。
4 届いた健診資材を持参し、予約した日時に受診する。
※予約されていない方は受診できませんので、ご注意ください。

＜実施場所＞保健福祉センター

住民定期健康診査のお知らせ

健診種類 対　象　者 検査内容 料　　金

生

活

習

慣

病

予

防

検

診

特定健康診査 国民健康保険加入者
（40～74歳） 身 体 測 定

血 圧 測 定
医師の診察
血 液 検 査
尿 検 査
心 電 図
眼底検査など

1,000円

高齢者健康診査
後期高齢者医療保険加入者
※	65歳から74歳まで
の障がい認定者含む

無　　料

基本健康診査 生活保護の方
（40歳以上） 無　　料

社会保険等
被扶養者の
特定健康診査

社会保険加入者の被扶養者
（40～74歳）

加入している
保険により異
なります。

県民健康診査 健診を受ける機会がない方
（19～39歳）

身体測定・血
圧測定・血液
検査・尿検査

無　　料

予約受付期間
　5月30日㈮午前９時～
� 6月20日㈮午後５時　��

月日 曜日 予約時間

７月１日 ㈫ ① ８：00 ～ ８：30

７月２日 ㈬ ② ８：30 ～ ８：45

７月３日 ㈭ ③ ８：45 ～ ９：00

７月４日 ㈮ ④ ９：00 ～ ９：15

７月５日 ㈯ ⑤ ９：15 ～ ９：30

７月７日 ㈪ ⑥ ９：30 ～ ９：45

７月８日 ㈫ ⑦ ９：45 ～ 10：00

７月９日 ㈬ ⑧ 10：00 ～ 10：15

７月10日 ㈭ ⑨ 10：15 ～ 10：30

７月11日 ㈮ ⑩ 10：30 ～ 10：45

７月12日 ㈯ ⑪ 10：45 ～ 11：00

７月14日 ㈪

７月15日 ㈫

７月16日 ㈬

７月17日 ㈭

集団健診の日程等

検診種類 対		象		者 検査内容 料金

が

ん

検

診

胃がん検診 35歳以上 胃部エックス線撮影
（バリウム） 500円

肺がん・	
結核検診

①40歳～64歳
胸部エックス線撮影

500円

②65歳以上 無　料

大腸がん検診 40歳以上 便潜血反応検査 500円

前立腺がん検診 50歳以上の男性
（2年に1回） 血液検査（PSA） 500円

がん検診は�
加入している保険に関係なく�

受診できます。�

検診種類 対		象		者 料金

追
加
項
目
検
査

心電図検査 国保加入者、後期高齢者、生活保護受給者の
追加項目検査は、生活習慣病予防健診に含ま
れています。
県民健康診査対象者、社保等被扶養者の追加
項目検査は、希望者のみ有料で実施します。

500円
眼 底 検 査 300円
貧 血 検 査 100円
尿酸値検査 100円

喀 痰 検 査 40歳以上
喫煙指数（１日本数×喫煙年数)が600以上の方 500円

肝炎ウイルス検診 40歳以上
（過去に受けたことがない方） 500円

健診当日申し込みの検査

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

ま
ち
の
話
題

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

▲けんしん予約サイト

“完全予約制”になります
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６

７

５

４

２

１

３

８

予 約 方 法予 約 方 法ステップ
２

❶ 「検索・予約」を
クリックします。

❷ 受診したい健（検）診
をクリックします。

❸ 問診の回答をした
ら、「 入 力 完 了 」
をクリックします。

❹ 受診可能な健（検）
診が表示されます。

　 希望する健（検）診
にチェックを入れ

「検索する」をク
リックします。

❻ 希望した健（検）診項
目・会場・受付日
が表示されますの
で、問題なければ

「申し込みに進む」
をクリックします。

❼ 申込内容の確認画
面が表示されます。
確認して問題がな
ければ「申し込む」
をクリックします。

❽ 申し込み完了画面
になります。登録
されたメールアド
レ ス に 予 約 受 付
メールが届きます。

❺ 受診可能な日程が
表示されます。

　 希望の日程を押す
と、受付時間を選
択するボタンが表
示されますので、
空いている時間を
クリックします。

tanagura@ne.jp
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123456

７

１

けんしん予約サイトけんしん予約サイト
アカウント登録（利用登録）方法アカウント登録（利用登録）方法

ステップ
１

❶ 初めてのお申込み
の方はアカウント
登録が必要ですの
で、「 ロ グ イ ン 」
をクリックします。

❷ 「 新 規 登 録 」 を
　クリックします。

４

３

２

❸ 申込者のメールア
ドレスを入力し、

「認証コードを送
信する」をクリッ
クします。

　 入力したメールア
ドレスにメールが
届きます。

❹ 届いたメールに認
証コード（６桁）
が記載されている
ので、入力し「送
信する」をクリッ
クします。

❺ アカウント登録画
面が表示されます。
氏名、郵便番号、
パスワード等の情
報を入力します。
入力したら利用規
約を確認いただき

「 同 意 す る 」 に
チ ェ ッ ク を 入 れ

「次へ」をクリック
します。

６

❻ アカウント入力内
容が表示されます。
誤りがないか確認
してください。修
正する場合は「修
正する」をクリッ
ク、誤りがなけれ
ば「登録する」を
クリックします。

❼ これでアカウント
情報の登録が完了
します。

tanagura@ne.jp

次　へ

５
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農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
の

購
入
補
助
が
始
ま
り
ま
し
た

　
購
入
を
検
討
さ
れ
る
方
は
産
業

振
興
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者

　

	

農
地
台
帳
に
掲
載
さ
れ
る
農
地

を
所
有
し
農
作
物
を
作
付
け
し

て
い
る
方
で
町
税
の
滞
納
等
が

無
い
方

〇
補
助
対
象

　

	「
電
気
柵
」「
金
網
・
ト
タ
ン
」

等
の
購
入
経
費

〇
補
助
額

　
購
入
額
の
１
／
２
以
内

　
※
上
限
２
万
円

〇
申
請
方
法

　

	

内
容
を
確
認
し
た
上
で
申
請
書

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
係

　
☎
33

－

２
１
１
３

棚倉城築城400年記念事業棚倉城築城400年記念事業
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インフォメーション

　町で保有している下記の土地を入札方式で売却いたします。
　ご希望の方は、役場総務課まで来庁してください。売払い募集要領をお渡しいたします。

〇売却物件
番　号 所　在　地 台帳地目 台帳地積

１ 棚倉字崖ノ上95番３　外　14筆 山　林 合計：５６，７１０㎡

〇受付期間
　令和７年５月７日㈬から令和７年５月16日㈮まで
　（土、日曜日及び祝日を除く午前９時から午後５時までとします。）

〇入札日時・場所
　令和７年５月23日㈮　午前10時　　棚倉町役場　３階　第１委員会室

※注意事項
　１　棚倉町に住所を有する個人または法人が参加できます。
　２　町税等滞納者は参加できません。
　３　契約締結能力を有しない方および破産者で復権を得ていない方は参加できません。
　４　暴力団対策法に規定する方は参加できません。
　５　売却物件には土地の利用に係る条件があります。

　必ず募集要領をよくお読みになり、ご自身で現地を確認のうえ入札に参加してください。

■お問い合わせ　総務課　財政係　☎33－2111

町有地を売却します
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お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　
今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、５
月
19
日
㈪

で
す
。

　
行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
・
政

策
に
つ
い
て
、
町
長
と
気
軽
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自
治

会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
が
主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
町

長
が
伺
い
ま
す
。

※	

ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、
建

設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税
・
納
入

　
納
期
限
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。

〇
固
定
資
産
税
…
…
…
…
…
…
…
１
期

〇
軽
自
動
車
税
…
…
…
…
…
…
…
全
期

〇
上
下
水
道
料
金
…
…
…
５
月
例
月
分

　
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
ま

た
は
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。

※	

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
は
、保
険
料
、

水
道
料
金
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
ス
マ
ホ
決
済
の
場
合
、
納
税

証
明
書
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
す

ぐ
に
必
要
な
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

検 

索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

　
上
下
水
道
課　
上
水
道
係

　
☎
33

－

２
１
１
９

〇
自
動
車
税
種
別
割
…
…
…
…
…
全
期

　

金
融
機
関
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ア

プ
リ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

　
県
税
部　
課
税
課

　
☎
０
２
４
８

－

23

－

１
５
１
９

５
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
５
月
12
日
㈪

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
５
月
15
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

　
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
が
利
用
す
る

軽
自
動
車
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

〇
申
請
期
限　
６
月
２
日
㈪

〇 

対
象
者

　
	

身
体
障
が
い
・
戦
傷
病
・
精
神
障
が

い
・
知
的
障
が
い
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
、
ま
た
は
こ
の
方
々
と
生
計
を

同
じ
く
す
る
同
居
の
家
族
で
、
障
が

い
が
あ
る
方
の
通
院
、
通
学
な
ど
の

た
め
に
運
転
す
る
方

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

令
和
６
年
度
の

情
報
公
開
制
度
等
の
実
施
状
況
公
表

① 

公
文
書
の
開
示
の
請
求
お
よ
び
申
出

の
状
況（
件
数
）

実
施
機
関

請
求
申
出
合
計

税

務

課

０

２

２

住

民

課

１

０

１

産
業
振
興
課

０

１

１

生
涯
学
習
課

０

１

１

②
公
文
書
の
開
示
決
定
等
の
状
況（
件
数
）

決
定
状
況

請
求
申
出
合
計

決
定
（
全
部
開
示
）
１

３

４

決
定
（
部
分
開
示
）
０

０

０

決
定
（
非
開
示
）
０

１

１

※	

異
議
申
立
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33

－

２
１
１
１

ト
ー
ク
の
日

▲地方税お支払いサイト

 インフォメーション
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祉
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ン
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ひ
ろ
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涯
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習
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ふ
れ
あ
い

特
設
行
政
相
談
を
行
い
ま
す

　
行
政
相
談
は
、
役
所
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
分
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
５
月
19
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場
所　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー　
会
議
室

　
な
お
、
相
談
委
員
は
い
つ
で
も
自
宅

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33

－
２
１
１
１

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
あ
る

６
月
１
日
に
合
わ
せ
て
、
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み
事
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
６
月
３
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
町
立
図
書
館　
会
議
室

〇
そ
の
他　

	

予
約
は
不
要
で
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係　

　
☎
33

－

２
１
１
７

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
非

常
事
態
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時　
５
月
28
日
㈬　
午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

　
防
災
行
政
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

環
境
美
化
清
掃「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〇
実
施
日

　
６
月
１
日
㈰【
小
雨
決
行
、荒
天
中
止
】

〇
実
施
方
法

・	

行
政
区
ご
と
に
道
路
、河
川
、公
園
等

に
投
棄
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ（
空
き
缶
、

空
き
瓶
等
）の
回
収
を
行
い
ま
す
。

・	

１
世
帯
あ
た
り
１
名
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。（
身
体
の
不
自
由
な
方

等
、協
力
が
困
難
な
世
帯
に
つ
い
て

は
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
）

〇
ゴ
ミ
の
処
理
方
法

・�

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
用
に
配
布
す

る
専
用
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

回
収
し
た
ゴ
ミ
は
分
別
を
行
い
、
各
行

政
区
で
指
定
し
た
回
収
場
所
へ
午
前
８

時
30
分
ま
で
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

・�

ゴ
ミ
は
当
日
に
回
収
運
搬
し
ま
す
。

〇
作
業
上
の
注
意

・�

安
全
第
一
に
作
業
に
あ
た
っ
て
く
だ

さ
い
。

・�

こ
の
作
業
は
、
環
境
の
美
化
活
動
で

あ
り
ま
す
の
で
、
家
庭
ゴ
ミ
・
粗
大

ゴ
ミ
・
土
砂
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

藤田　和彦さん
（中山本字高瀬101）

☎33－4326

藤田　喜作さん
（強梨字岡ノ内78）

☎35－2026

【行政相談委員紹介】

６月は
環境月間
です

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

３月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

０　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

０　
人

物
件
事
故

36　
件

　

新
年
度
に
な
り
、
慣
れ
な
い
道

を
走
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
速
度

を
控
え
め
に
、
周
囲
の
安
全
確
認

を
し
っ
か
り
行
い
安
全
運
転
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
も
手
を
挙
げ
る
な
ど
運

転
者
に
対
し
横
断
す
る
意
思
を
明

確
に
伝
え
、
安
全
確
認
を
し
て
か

ら
横
断
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

インフォメーション
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狂犬病予防定期集合注射のお知らせ
　狂犬病予防法により、生後３カ月（91日）
以上の犬は、	生涯１度の登録と年１回（原則
４～６月）の狂犬病予防注射が義務付けられ
ています。室内犬・室外犬を問わず、全ての
犬が対象です。
　今年度の狂犬病予防定期集合注射は、下記
の日程で実施します。当日は犬の健康管理の
ため獣医師による問診が行われますので、町
から郵送された問診票を必ず記入して持参し
てください。新規登録の場合は会場に申請書
を準備してあります。
　なお、動物病院等で予防注射をした場合
は、最寄りの会場または住民課消防環境係の
窓口に「狂犬病予防注射証明書」を持参し、
注射済票の交付を受けてください。

料金　　　　　　　　　　　　
●今回登録する場合
　１頭につき	 6,250円
　（内訳）登録料	 3,000円
　　　　		予防注射料	 2,700円
　　　　		注射済票交付手数料	 550円
●すでに登録している場合
　１頭につき	 3,250円
　(内訳）	予防注射料	 2,700円
　　　　	注射済票交付手数料	 550円
※つり銭のないように準備してください。
■お問い合わせ
　住民課 消防環境係 ☎33－2116

令和７年度狂犬病予防定期集合注射日程表
月日 時　　　間 場　　　所 月日 時　　　間 場　　　所

５
月
17
日
㈯

午
　
前

8：40～ 8：45 旧棚倉ステークス入口

５
月
18
日
㈰

午
　
前

8：40～ 8：50 馬場集会所前
8：50～ 8：55 瀬ヶ野屯所前 8：55～ 9：00 日向前ニュータウン公園前
9：05～ 9：10 小菅生	須藤鐵男氏宅前 9：05～ 9：15 富岡多目的集会施設
9：15～ 9：20 金沢内集会所 9：20～ 9：30 14区コミュニティセンター
9：25～ 9：30 天王内集会所 9：35～ 9：45 図書館駐車場
9：40～ 9：55 堤集会所 9：55～10：10 社川コミュニティセンター【再】
10：10～10：20 一色集会所 10：30～10：35 花園集会所
10：25～10：35 玉野屯所裏 10：40～11：00 総合体育館南側
10：40～10：45 福井集会所前 11：05～11：15 関口　石安米肥倉庫前
10：55～11：05 社川コミュニティセンター 11：20～11：35 城跡南側駐車場
11：15～11：20 上台集会所向 11：40～11：45 祖父岡集会所前
11：25～11：55 役場北側駐車場

午
　
後

13：00～13：05 上流集会所

午
　
後

13：10～13：15 山際集会所 13：10～13：15 下流集会所
13：25～13：30 漆草消防屯所入口前 13：20～13：30 寺山集会所前（旧公民館近津分館）
13：35～13：40 大梅多目的集会施設 13：35～13：45 八槻２、３区多目的集会施設
13：45～13：50 曲屋	近藤欣也氏宅前 14：10～14：20 山田多目的集会施設
13：55～14：00 福岡集会所 14：30～14：35 仁公儀	旧田中ファーム前
14：05～14：10 下手沢多目的集会所 14：45～15：15 役場北側駐車場【再】
14：15～14：20 中山本（下）集会所
14：25～14：30 平塩	伊下高士氏宅前
14：45～14：50 下山本多目的集会施設
14：55～15：00 高渡ゴミ収集所前（藤田砿業	側）
15：05～15：10 双ノ平集会所前
15：20～15：30 岡田生活改善センター
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ふ
れ
あ
い

～戦没者等のご遺族の皆さまへ～
第12回特別弔慰金が支給されます

〇支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公
務扶助料等」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の
妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。
１　令和７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２　戦没者等の子
３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　※	戦没者の死亡当時に生計関係等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替

わります。
４　上記１から３以外の戦没者等の三親等以内の親族（甥、姪等）
　　※戦没者の死亡時まで１年以上引き続いて生計関係を有していた方に限ります。
〇支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債
〇請求期間　令和７年４月１日～令和10年3月31日
　　　　　　※請求期間を過ぎると受けることができなくなりますので、ご注意ください。
〇そ の 他　申請書類等は、健康福祉課福祉係でお渡しします。

■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎33－2117

第
１
回
た
な
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す

　
お
茶
を
飲
み
、
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
み

ん
な
で
認
知
症
に
つ
い
て
気
軽
に
お
話

し
ま
せ
ん
か
？

〇
日　
時　
５
月
30
日
㈮

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
研
修
室

〇
参
加
料　
無
料

〇
内　
容

　

	

い
き
い
き
す
ご
ろ
く
・
か
る
た
、
シ

ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
、
認
知
症
・
介
護
相

談
、
茶
話
会
等

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
０
１

不
法
投
棄
は
許
し
ま
せ
ん

　
町
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
４
月

１
日
に
棚
倉
町
環
境
監
視
員
９
名
に
委

嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
委
嘱
期
間
は
２
年
間
で
、
監
視
員
の

皆
様
に
は
町
内
の
各
地
区
に
お
い
て
、

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

不
法
投
棄
の
早
期
発
見
、
未
然
防
止
の

啓
発
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環
境
監
視
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

・
棚
倉
地
区

　
　
須
藤　
　
洋
、
渡
邉　
有
機

・
社
川
地
区

　
　
鈴
木　
一
也
、
鈴
木　
　
誠

・
高
野
地
区

　
　
秋
山　
勝
康
、
佐
藤　
辰
夫

・
近
津
地
区

　
　
菊
地　
静
子
、
藤
田　
和
彦

・
山
岡
地
区

　
　
蛭
田　
幸
夫

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６
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補　
助  

・  

助　
成

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器

購
入
費
等
を
助
成
し
ま
す

　
難
聴
児
の
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に

お
け
る
健
全
な
発
達
の
支
援
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・

中
等
度
難
聴
児
の
保
護
者
に
対
し
て
、

補
聴
器
購
入
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
付
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
33

－

２
１
１
７

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を

支
援
し
ま
す

　
自
主
防
災
組
織
と
は
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自

覚
・
連
帯
感
に
基
づ
き
、
災
害
に
備
え

自
主
的
に
結
成
し
、
活
動
す
る
組
織
の

こ
と
で
す
。
日
頃
は
、
防
災
訓
練
や
防

災
知
識
の
普
及
に
関
す
る
活
動
、
災
害

時
に
は
負
傷
者
の
救
出
・
救
護
活
動
な

ど
を
行
い
、
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防

災
活
動
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
結
成
を
検
討
さ
れ
て
い

る
行
政
区
は
、
住
民
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〇
補
助
金
額

　

結
成
時　
１
万
円
～
５
万
円

　
（
世
帯
数
に
よ
る
）

　

訓
練
等
の
防
災
事
業　

　
５
千
円
～
３
万
円
／
１
回

　
（
参
加
人
数
に
よ
る
）

　

防
災
資
機
材
購
入　

　
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
（
年
上
限
10
万
円
）

　
※	

消
火
用
具
、
救
助
工
具
、
救
護
用

具
、
非
常
用
食
糧
品

　

防
災
倉
庫
購
入　

　
経
費
の
３
分
の
２
以
内（
上
限
10
万
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係　

　
☎
33

－

２
１
１
６

奨学金返還支援事業補助金
　町では、町の未来を担う若者の定住促進及び地元就業を促進するため、町内に定住し、奨学金
を返還している方を対象として、奨学金返還のための補助金を交付します。
〇対象となる奨学金
　・独立行政法人日本学生支援機構第一種または第二種奨学金
　・福島県奨学資金貸与条例に規定する奨学資金
　・棚倉町奨学資金
〇主な交付要件
　・大学等に進学し、在学している期間に奨学金の貸与を受けた方
　・大学等を卒業し、認定申請時の属する年度の末日に３０歳未満の方
　・正規雇用にて就業し、継続して勤務している方（自ら事業を営む方）
　・町内に住所を有し継続して５年以上居住する意思があり、地元就業している方
　・他制度による補助金等を受けていない方
〇交付対象期間および補助金額
　最初に補助金の交付を受けた年度から起算して５年間、年度内に返還した奨学金の返還額（年
間上限１８万円）を補助します。※年度ごとに申請が必要です。
〇申請の手続き
　交付を受ける前に、補助金交付の対象者として認定を受ける必要があります。
　・令和７年度交付対象者認定申請受付期間
　　６月２日㈪～10月31日㈮　※申請書類、添付書類等はお問い合わせください。

■お問い合わせ　産業振興課　商工係　☎33－2113

▲詳しくはこちらから
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棚倉町ひとり親家庭生活安定支援事業
　町ではひとり親家庭の生活安定を支援するため、福島県が実施しているひとり親家庭への就業
支援事業を利用する方に対し、資格取得などに係る受講費用を補助しています。
　補助金を申請する際は、事前にご相談ください。

棚倉町ひとり親家庭
高等職業訓練促進事業補助金

母子家庭である母や父子家庭である父が、
看護師、准看護師、介護福祉士などの資格
取得のため、養成機関で６カ月以上修業す
る場合、福島県では生活費（非課税世帯10
万円、課税世帯７万500円）を支給する
「福島県高等職業訓練促進給付金等事業」を
実施しています。町では、この制度を利用
する方に対し、さらに入学金や授業料など
の費用の一部を補助します。

棚倉町ひとり親家庭
自立支援教育訓練事業補助金

母子家庭である母や父子家庭である父が、就
職に有利になるように、大型自動車免許、介
護職員初任者研修や医療事務などの指定され
ている教育訓練講座を受講した際に、福島県
では受講費用の60％を助成する「福島県自
立支援教育訓練給付金事業」を実施していま
す。町では、この制度を利用する方に対し、
さらに受講費用の一部を補助します。

■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎33－2117　福島県児童家庭課　☎024－521－7176

以下共通
〇対象者　①～③のすべての要件に該当する方
①	福島県の「福島県高等職業訓練促進給付金等事業」または「福島県自立支援教育訓練給付金
事業」の支給決定を受けている方
②	申請日時点で棚倉町に住民登録のある母子家庭である母や父子家庭である父で、現に20歳
未満の子を養育している方
③受講終了後も棚倉町で子育てを行う予定の方

 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日　
時

　
６
月
６
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対　
象　
ど
な
た
で
も

〇
内　
容　
～
雨
の
お
話
～

　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日　
時

　
６
月
10
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対　
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内　
容

　
ア
ロ
マ
ク
リ
ー
ム
作
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー 

　
☎
57

－

５
３
１
０

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

５
月
８
日
㈭・22
日
㈭ 

午
後
７
時

健
康
吹
矢
教
室
※

５
月
９
日
㈮・16
日
㈮・23
日
㈮ 

午
前
10
時
～

卓
球
教
室 

※

５
月
10
日
㈯・24
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所 

町
立
図
書
館
）

５
月
22
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
※

５
月
13
日
㈫・20
日
㈫・27
日
㈫ 

午
前
10
時
～

５
月
30
日
㈮　
午
後
７
時
～

ゴ
ル
フ
教
室
（
場
所
：
花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

５
月
13
日
㈫・27
日
㈫ 

午
後
６
時
～

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
※

５
月
20
日
㈫ 

午
後
７
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
※

５
月
31
日
㈯ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
（
場
所 

棚
倉
運
動
広
場
）雨
天
中
止

５
月
14
日
㈬・21
日
㈬・28
日
㈬ 

午
後
６
時
30
分
～

キ
ッ
ズ
教
室
※

５
月
15
日
㈭・29
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

５
月
９
日
㈮・16
日
㈮・23
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－

３
１
６
０

６
月
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5 31 6 1
6

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

募　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　

愛
宕
平
団
地
（
１
号
棟
）

　
１
階　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
８
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　

愛
宕
平
団
地
（
２
号
棟
）

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
10
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
）　

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　

愛
宕
平
団
地
（
４
号
棟
）　

　
２
階
・
３
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

　

小
山
下
北
団
地

　
２
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
昭
和
47
年
建
築　
簡
易
耐
火
平
屋
）

　
棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
3

〇
申
込
期
限　
５
月
14
日
㈬

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で

	

【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期	

６
月
１
日
㈰

〇
そ
の
他

　
・	

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な

ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
・	

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
期
限　
5
月
30
日
㈮
ま
で

〇
応
募
資
格　

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

〇
募
集
テ
ー
マ

　
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
関
す
る
こ
と
」

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
通
じ

て
、
地
域
に
広
が
る
「
優
し
さ
や
支
え

合
い
の
輪
」
や
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
自
由
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
方
法

・	

応
募
用
紙
は
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
あ
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
１
人
１
点
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
共
同
募
金
委
員
会

　
（
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
33

－

２
６
２
３

棚
倉
町
チ
ー
ム
選
手
を

棚
倉
町
チ
ー
ム
選
手
を

随
時
募
集
し
ま
す
！

随
時
募
集
し
ま
す
！

　

市
町
村
対
抗
各
種
大
会
の
選
手
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

野　　　球
●
開
催
月　
９
月

●
参
加
資
格

　
⑴	

令
和
７
年
７
月
１
日
時
点
で
棚

倉
町
に
居
住
の
方
。（
高
校
生
以

下
の
参
加
は
不
可
）

　
⑵	

町
外
在
住
で
も
棚
倉
中
学
校
卒

業
者
は
ふ
る
さ
と
選
手
と
し
て

参
加
で
き
ま
す
。

ソフトボール
●
開
催
月　
10
月

●
参
加
資
格

　
⑴	

令
和
７
年
７
月
１
日
時
点
で
棚

倉
町
に
居
住
の
方
。（
高
校
生
以

下
の
参
加
は
不
可
）

　
⑵	

町
外
在
住
で
も
棚
倉
中
学
校
卒

業
者
は
ふ
る
さ
と
選
手
と
し
て

参
加
で
き
ま
す
。

駅　　　伝
●
開
催
月　
11
月

●
参
加
資
格

　
⑴	

令
和
７
年
９
月
１
日
時
点
で
棚

倉
町
に
居
住
の
方
。
た
だ
し
、

学
生
・
生
徒
は
保
護
者
が
棚
倉

町
に
住
ん
で
い
れ
ば
参
加
可
。

　
⑵	

町
外
在
住
で
も
棚
倉
中
学
校
卒

業
者
は
ふ
る
さ
と
選
手
と
し
て

参
加
で
き
ま
す
。

●
コ
ー
ス　

　
白
河
市
総
合
運
動
公
園
～
福
島
県
庁（
約
95
㎞
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
生
涯
学
習
課　
体
育
振
興
係

　
（
棚
倉
町
総
合
体
育
館
内
）

　
☎
33

－

３
１
６
０

愛
宕
平
団
地
（
２
号
棟
）
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

■お問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター内）
　☎33－0111　FAX33－9611

掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

丹精込めて仕立てた盆栽を展示します。お気軽にお越しください。

期　日　６月６日㈮～８日㈰
時　間　午前９時～午後５時　※８日㈰は午後３時まで
場　所　町立図書館（多目的ホール）
主　催　棚倉町盆栽愛好会
共　催　棚倉町文化団体連絡協議会

春のさつき等盆栽展

▲ Let’s たなちゃん人づくり激励金～頑張る皆さんを応援します～

○第43回全国高等学校女子ソフトボール選抜大会	 　○2025第14回協会杯全国少年野球選手権大会

　菊
きく
池
ち
　奏

そ
花
な
さん（帝京安積高等学校１年）	 	 　　割

わり
栢
がや
　蒼
そう
介
すけ
さん（高野小学校６年）

▲菊池 奏花さん

各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

▲割栢 蒼介さん
 ※学年は出場時のもの
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無火災を祈願

　昭和15年３月28日に発生した棚倉大火に合
わせ、「火伏せの神」を祀る秋葉神社において、
無火災祈願が行われました。
　当日は、神事が行われた後、宮川町長と原消
防団長の手で無火災祈願のだるまに目が入れら
れました。参加した町関係者や消防団員は、今
年の無火災を祈願し、予防消防の強化を誓いま
した。

月３
日28

町にさらなる賑わいを

　町の観光地や歴史資源のPR、町内への周遊
性向上を目的に、磐城棚倉駅および棚倉城跡に
臨時観光案内所を開設しました。
　駅の臨時観光案内所は６月30日までの３ヶ月
間と10月１日から11月30日までの２ヶ月間、
城跡の臨時観光案内所は11月30日まで８ヶ月
間、午前10時から午後４時（土日祝日は午前９
時から午後３時）までの間開設しています。

月４
日４

サイクリストが集う

　東白川サイクリング推進会議主催「水郡線で
行こう！桜満開久慈川サイクリングツアー」が
開催されました。
　参加者はサイクルトレインで磐城棚倉駅に降
り、茶室前で開会式を行った後、道の駅はなわ
を目指し２つのコースに分かれて桜を満喫しな
がらサイクリングを楽しみました。

月４
日６

県内初の設置

　不登校生徒に配慮した特別課程の教育を行う
ため、学びの多様化学校棚倉中学校分教室を高
野小学校内に設置し、６人が入室しました。
　また、開室式の後には、棚倉町出身の片野み
はるさんによるサクソフォーンお祝い演奏会が
行われ、式に花を添えました。

月４
日８
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

ま
ち
の
話
題

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い

まちの話題

地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記

　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　皆さんは普段、どんな時に本が読みたいと思いますか？　私は図書館内をなん
となく歩いていて、ふとこの本は何だろう、と手を伸ばしてしまいます。図書館
には知らない本がまだまだたくさんあります。
　図書館では毎月、様々な展示やイベントを行っております。
　職員による読み聞かせを行う「ミニおはなし会」や、外部の方を招いて行う
「図書館はたのしいんジャー」、毎月第４金曜日に延長開館する「夜の図書館」。
そのほか季節に応じた本を紹介する特集コーナーや、現在は大河ドラマ「べらぼ
う」に合わせた江戸時代の暮らしや文化を学ぶ企画展示などを実施中です。
　また今年度は、近隣にある公共図書館と協力した図書展示交換イベントや、棚倉城築城400年イベン
トに合わせた棚倉城に関する企画展示を計画しております。
　いつ来ても新しい本との出会いが生まれるような、そんな図書館作りを目指して、これからも頑張っ
て行きますので、今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

清
水
　
裕
也

光り輝く棚倉城

　棚倉城築城400年記念の一環として、棚倉城
跡の土塁ライトアップを行いました。
　このライトアップは11月30日までの期間、
日没から午後10時まで毎日点灯しています。
　夜の城跡を散策し、昼間とはひと味違う「棚
倉城」の新たな一面を探しに行きませんか？

月４
日11

自衛官募集相談員委嘱状交付

　町と自衛隊福島地方協力本部は、菊
きく
池
ち
忠
ただ
佑
すけ
さ

ん（花園）に自衛官募集相談委員委嘱状を交付
しました。自衛官募集相談員は、自衛官志望者
に対してアドバイスや情報提供、広報活動など
を行い、志願者と自衛隊をつなぐ役割を担いま
す。菊池さんは今回で５期目（１期２年）とな
りました。

月４
日18
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棚
倉
藩
歴
代
藩
主
の
足
跡

棚
倉
藩
歴
代
藩
主
の
足
跡

棚
倉
城
築
城
４
０
０
年
記
念

　
江
戸
幕
府
成
立
後
、
初
め
て
棚
倉
藩
を
治
め
た
の
が
立た

ち
花ば

な
宗む

ね
茂し

げ
で
す
。

　
宗
茂
は
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
攻
め
の
際
に
手
柄
を
た
て
、
筑ち

く
ご後
柳や

な
が
わ川
藩
（
福
岡
県
）
の
藩

主
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
秀
吉
の
も
と
で
、
相さ

が
み模

国の
く
に	（

神
奈
川
県
）
の
後
北
条
氏
を
滅

ぼ
し
た
小
田
原
攻
め
や
朝
鮮
出
兵
で
も
活
躍
し
ま
し
た
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
に
味
方

し
た
た
め
、
徳
川
家
康
の
処
分
に
よ
っ
て
領
地
や
地
位
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
改
易
）。

し
か
し
慶け

い

長ち
ょ
う

九
年
（
一
六
〇
四
）
に
幕
府
に
許
さ
れ
て
、
二
年
後
（
一
六
〇
六
）
に
棚
倉

の
支
配
を
ま
か
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
宗
茂
は
頻
繁
に
改
名
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お

り
、
一
番
有
名
な
名
で
あ
る
「
宗
茂
」
に
は
棚
倉
藩
時
代
に
改
名
し
て
い
ま
す
。

　
宗
茂
は
赤あ

か

館だ
て

城じ
ょ
う

主し
ゅ
と
し
て
棚
倉
を
治
め
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
の
住
ま
い
と
し
た
の
は

大お
お

長な
が

屋や

と
呼
ば
れ
る
、
現
在
の
棚
倉
小
学
校
の
敷
地
に
あ
っ
た
御
殿
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
彼
が
ど
の
よ
う
な
政
治
を
行
っ
た
か
を
示
す
わ
ず
か
な
記
録
に
よ
れ
ば
、
馬
場
・
八

槻
両
都
々
古
別
神
社
の
朱し

ゅ

印い
ん

状じ
ょ
う

取
得
に
尽
力
し
た
と
あ
り
ま
す
。
朱
印
状
と
は
幕
府
が
発

行
す
る
公
式
文
書
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
都
々
古
別
神
社
が
藩
か
ら
の
税
を
取
ら
れ
な
い

土
地
の
所
有
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
元げ

ん
和な

六
年
（
一
六
二
〇
）、
そ
れ
ま
で
柳
川
藩
主
で
あ
っ
た
田た

中な
か

吉よ
し

政ま
さ

が
死
去
し
後
継
ぎ
が

い
な
か
っ
た
た
め
再
び
宗
茂
が
移
る
こ

と
と
な
り
、
実
に
約
二
十
年
ぶ
り
に
柳

川
藩
へ
返
り
咲
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

西
軍
に
味
方
を
し
、
改
易
さ
れ
た
大
名

の
中
で
唯
一
の
功
績
で
す
。
寛か

ん

永え
い

十
九

年
（
一
六
四
二
）
に
没
し
ま
し
た
。

※
一
五
六
九
年
説
も
あ
り
。

初
代
藩
主　

立た
ち

花ば
な

左さ

近こ
ん
の
し
ょ
う将

監げ
ん

宗む
ね

茂し
げ 

（
一※

五
六
七
～
一
六
四
二
）

宗茂が本拠とした赤館城宗茂が本拠とした赤館城写真：芳賀元昌写真：芳賀元昌



7. 5. 125

丹羽長重が築いた棚倉城（国指定史跡「棚倉城跡」）丹羽長重が築いた棚倉城（国指定史跡「棚倉城跡」）

　
丹に

羽わ

長な
が

重し
げ

は
棚
倉
城
を
は
じ
め
、
白し

ら

河か
わ

小こ

峰み
ね

城じ
ょ
うと
い
っ
た
数
々
の
お
城
を
手
掛
け
た
大

名
で
す
。

　
長
重
は
元げ
ん

亀き

二
年
（
一
五
七
一
）
に
美み

濃の

国の
く
に（
岐
阜
県
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
丹
羽
家

は
有
力
な
戦
国
大
名
で
あ
り
、
父
で
あ
る
長な
が

秀ひ
で

は
織
田
信
長
や
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
ま
し

た
。
特
に
秀
吉
は
長
秀
を
慕
い
、
信
長
の
家
臣
で
あ
っ
た
際
に
名
乗
っ
た
姓
「
羽は

柴し
ば

」
の

羽
の
字
は
、
丹
羽
の
羽
の
字
か
ら
取
っ
た
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
天て
ん

正し
ょ
う

十
三
年
（
一
五
八
五
）、
長
秀
の
死
に
よ
っ
て
丹
羽
家
を
継
い
だ
長
重
は
秀
吉
の

家
臣
と
し
て
働
い
た
も
の
の
、
度
重
な
る
失
態
で
次
第
に
不
仲
と
な
り
、
領
地
を
削
ら
れ

て
小
松
（
福
井
県
）
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
豊
臣
方
に
味
方
し
た
た

め
、
徳
川
家
康
に
よ
り
領
地
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
の
ち
に
息
子
の
秀ひ
で

忠た
だ

に
許

さ
れ
、
慶け
い

長ち
ょ
う

八
年
（
一
六
〇
三
）
に
常ひ

た
ち陸
国の

く
に

古ふ
っ
と渡
に
て
一
万
石
の
大
名
に
復
活
し
ま
し

た
。
豊
臣
家
が
滅
ん
だ
大
坂
の
陣
で
の
働
き
に
よ
り
家
康
に
も
認
め
ら
れ
領
地
を
増
や

し
、
元げ
ん

和な

八
年
（
一
六
二
二
）
に
棚
倉
五
万
石
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。

　
寛か
ん

永え
い

元
年
（
一
六
二
四
）
に
幕
府
の
命
令
に
よ
り
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
近
津
明
神
を
現
在

の
馬
場
に
移
し
て
同
二
年
（
一
六
二
五
）

よ
り
棚
倉
城
を
築
城
し
ま
し
た
。

　

同
四
年
（
一
六
二
七
）、
そ
れ
ま
で

隣
国
の
白
河
を
治
め
て
い
た
蒲が
も
う生

家け

廃

絶
の
あ
と
を
引
き
継
い
で
白
河
へ
移
り

ま
し
た
。
総
石
垣
の
白
河
小
峰
城
を
築

城
し
、
同
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
没

し
ま
し
た
。

２
代
藩
主　

丹に

羽わ

五ご

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

長な
が

重し
げ （

一
五
七
一
～
一
六
三
七
）

写真：芳賀元昌写真：芳賀元昌



　平成 26 年 1月、栃木県（大田原市・那　平成 26 年 1月、栃木県（大田原市・那
須塩原市・那須町・那珂川町）・福島県（棚須塩原市・那須町・那珂川町）・福島県（棚
倉町・矢祭町・塙町）・茨城県（大子町）の倉町・矢祭町・塙町）・茨城県（大子町）の
2市6町による『八溝山周辺地域定住自立圏』2市6町による『八溝山周辺地域定住自立圏』
が形成されました。圏域の地域活性化につが形成されました。圏域の地域活性化につ
なげる取り組みの一環として、圏域市町のなげる取り組みの一環として、圏域市町の
PR情報をお届けします。PR情報をお届けします。

那須町の道の駅には魅力がいっぱい！那須町の道の駅には魅力がいっぱい！
～ 美味しいグルメや特産品をお楽しみください ～～ 美味しいグルメや特産品をお楽しみください ～

　「
道
の
駅
那
須
高
原
友
愛
の
森
」
は
、

標
高
４
７
０
ｍ
に
あ
り
、
那
須
高
原
の
入

口
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
那
須
観
光
の
拠

点
と
し
て
、情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

買
い
物
、
食
事
、
そ
し
て
体
験
施
設
を
備

え
た
道
の
駅
で
す
。

　
令
和
６
年
７
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
別
々

の
施
設
と
し
て
営
業
し
て
き
た
農
産
物
直

売
所
と
物
産
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し
た
「
那

須
高
原
ロ
イ
ヤ
ル
マ
ル
シ
ェ
」
が
新
た
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
那
須
高
原
の
新
鮮
な

農
産
物
や
特
産
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
お

り
、
さ
ら
に
、
那
須
の
食
の
魅
力
に
出
会

え
る
「
な
す
と
ら
ん
」
と
那
須
の
工
芸
に

親
し
む
こ
と
の
で
き
る
「
工
芸
館
」
も
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
生
産
さ
れ
た
豚
肉
を
使
い
、
食

べ
れ
ば
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
が
口
の
中

に
広
が
り
ま
す
。
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
つ

け
て
召
し
上
が
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　
地
元
作
家
に
よ
る
作
品
の
展
示
、
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
制
作
風
景
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

道
の
駅 

那
須
高
原
友
愛
の
森

▼
問
合
せ
　
道
の
駅
那
須
高
原
友
愛
の
森

☎
０
２
８
７
‐
78
‐
０
２
３
３

〒
３
２
５
‐
０
３
０
３

栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
大

字
高
久
乙
５
９
３
‐
８

▲町制 70 周年を記念して生まれた
「那須ロイヤルポーク焼売」

▲「工芸館」季節の飾りや篠工芸、
陶芸や木工作品などが並ぶ

道
の
駅 

東
山
道
伊
王
野

　「
道
の
駅
東
山
道
伊
王
野
」
は
、
那
須

町
の
東
部
に
位
置
し
て
い
る
伊
王
野
地
区

の
国
道
２
９
４
号
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
伊

王
野
地
区
に
は
古
く
か
ら
街
道
が
通
り
、

今
も
施
設
や
文
化
財
が
残
り
、
伝
説
や
民

話
が
伝
わ
る
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。

　
東
山
道
伊
王
野
の
名
物
と
言
え
ば
、
大

き
な
２
連
の
水
車
、
そ
し
て
直
径
２
ｍ
の

巨
大
石
臼
で
挽
い
た
地
粉
を
使
っ
た
美
味

し
い
手
打
ち
そ
ば
で
す
。
さ
ら
に
、
地
元

の
特
産
物
を
扱
う
「
物
産
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
、「
あ
ん
ず
館
」
で
は
、
地
場
産
の

野
菜
と
お
米
を
使
っ
た
料
理
が
食
べ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
ば
ソ
フ
ト
を
扱
う
「
茶

屋
」
も
軒
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　
田
園
風
景
に
春
を
感
じ
、
懐
か
し
い
雰

囲
気
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ
　
道
の
駅
東
山
道
伊
王
野

☎
０
２
８
７
‐
75
‐
０
６
５
３

〒
３
２
９
‐
０
０
３
２

栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
大

字
伊
王
野
４
５
９

▶「
伊
王
野
ま
つ
り
伝
承
館
」

　
伊
王
野
温
泉
神
社
の
例
大
祭（
11
月
２
・

３
日
）で
、お
囃
子
を
響
か
せ
、街
中
を
練

り
歩
く
２
台
の
山
車
が
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。例
大
祭
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
囃
子
が

競
い
合
う
大
迫
力
の「
出
合
い
」が
行
わ
れ

ま
す
。

▲伊王野温泉神社付け祭り
（那須町無形民俗文化財）
　で使用される神輿 ▲「水車天ざるそば」1,250 円

　　
お
食
事
処
「
水
車
館
」
で
は
、
打
ち
た

お
食
事
処
「
水
車
館
」
で
は
、
打
ち
た

て
の
お
蕎
麦
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

て
の
お
蕎
麦
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

事
前
の
予
約
で
そ
ば
打
ち
の
体
験
も
で
き

事
前
の
予
約
で
そ
ば
打
ち
の
体
験
も
で
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藤田　ハルさん
（西中居）

昭和12年４月22日生

金澤　アサ子さん
（八　槻）

昭和12年４月３日生

仁平　健四郎さん
（古　町）

昭和12年４月８日生

藤田　ハル子さん
（天王内）

昭和12年４月10日生

藤田　イシ子さん
（舘ケ丘）

昭和12年４月12日生

吉成　ヨシ子さん
（下山本）

昭和12年４月30日生

両親の名 出生児 住　所
藤田　和輝・美　里 紗　桜（さ　ら）中居野

※ 「おめでた」・「おくやみ」について、掲載を希望さ
れない場合は、地域創生課  企画調整係（☎33－
2112）までお申し出ください。

おめでたおめでた（３月分の届け出）

人の動き　令和７年４月１日現在
人口　12,649人（－98人）　世帯数　5,089世帯（－20世帯）　男性	6,257人（－35人）　女性	6,392人（－63人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
	山本　周一 84 下　町 塩田　　實 91 関　口
金澤　和男 92 岡　田 𠮷田ミヨシ 89 宮　下
	添田ハナヨ 99 富　岡 	吉田　初美 86 小菅生
割栢　義助 78 逆　川 	稲川　ヌイ 86 小菅生
大久保　勲 91	 関　口 富永　咲子 70 関　口
渡辺リン子 86 関　口 	佐々木イネ子 100 南　町
木　千惠 97 板　橋 藤田　喜枝 97 関　口

武藤　次夫 90 寺　山 佐藤　芳雄 83 中山本
木　静子 84 舘ケ丘 松本　照子 77 玉　野

	秋山　兼吉 77 仁公儀

おくやみ（３月分の届け出）

　編集後記
　今年度も引き続き広報担当となりました。昨年度以上に読みやすい広報誌づくりに努めてまいります。
　今回から築城400年記念の記事として、棚倉藩の歴代藩主について毎月紹介していきます。歴代藩主について理
解を深めて、10月、11月に行われる本番のイベントを迎えましょう！� （大竹）　
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根本　コヲさん
（関　口）

昭和12年４月６日生
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２月の健診で撮影させていただいた皆さんです。４月号、５月号、６月号の３回で紹介します。

～たなぐらスマイルフェスタ～

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

�４月12日㈯、棚倉城跡で「たなぐらスマイルフェスタ」が開催されました。晴天に恵まれ、満
開の桜が来場者を迎える中、会場には50を超えるブースが並び、来場者は町の特産品やグルメ、
サービスなど各ブースの魅力を満喫していました。

●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

むむ しし 歯歯 のの なな いい 子子

すずき　みはね ちゃん
自分で鏡を見ながらシャ
カシャカ磨いてるよ。

おおしま　みお ちゃん
お兄ちゃんといっしょに
歯みがき頑張ってます。

もとき　ゆずか ちゃん
おねえちゃんとはみが
きがんばっています！

ごうた　つむぎ ちゃん
毎日歯磨きをがん
ばっています。


